
脳細胞のレプリカのような形で作られた AI は、ディープラーニングの発展とともに急速に進化を遂げた。そ

の影響は画像生成の分野にも広がり、画家としての創作活動にも大きな影響を与える存在となっている。

私が惹かれたのは、ChatGPT のような最新の対話型 AI ではなく、少し前に開発された GAN（敵対的生成ネット

ワーク）という技術だった。自分で用意した画像群を学習させ、独自の生成モデルを構築できる点に魅力を感

じた。そして試行を重ねる中で、学習の途中段階でも画像生成が可能であることに気づいた。その未成熟な AI

が描き出す画像は、まるで水面越しに見る景色のように揺らぎ、歪んでいる。その歪んだ像に、私はどこか既

視感のようなものを覚えた。

GAN は、人間の脳細胞の働きを模したニューラルネットワークを用いている。つまり、AI も人も、細部では似

た仕組みで世界を受け取り、表現しているのかもしれない。そう考えると、未熟な AI が生み出す歪みは、私

たちがまだ赤ん坊だった頃──あるいは遥か昔、目を得たばかりの生物だった頃の視界と、どこかで重なって

いるようにも思えてくる。

この展覧会のタイトル「Ghost Painter」は、ゴーストライターという言葉から着想を得た。AIが生成した画像を、

人間がそのまま絵の具でなぞるという行為は、まるで肉体を持たない誰かに代わって、物質の世界に作品を出

力する「代筆者」のようである。そして同時に、このタイトルには映画『GHOST IN THE SHELL / 攻殻機動隊』

における「ゴースト」の概念も重ねられている。

作中で「ゴースト」は、人間にのみ宿る意識や自我、魂などを指している。この映画の世界では、機械に置き

換えられた身体の中でも、人間の意識や魂が宿り続けるとされているので、機械と人間の境は曖昧になってい

る。現実の AI にはまだ意識はないとされているが、私たち自身の意識のメカニズムですら明確には分かって

いない現在、「AI にもゴーストが宿る」という発想は、単なる妄想にとどまらないだろう。

かつて、てんかんの治療のために脳梁を切断された患者の中には、左右の脳がそれぞれ異なる意識を持ってい

るかのような反応を示した事例があった。また現在では、分離した片側の右左脳に対して、反対側の機械的な

半脳を作り、それを繋いで目を開いたとき、はたして機械の視野を人間が体験するのか、という研究さえ行わ

れようとしている。

意識とは何か。魂はどこに宿るのか。AI に作られたイメージを、私という肉体が塗り重ねていくとき、その絵

を作り上げた「ゴースト」は、果たして AI のものなのか、人間のものなのか。

この展覧会は、その問いと向き合うためのひとつの実験であり、また、AI と人間のあいだに揺れ動く「作者」

という存在への再考でもある。
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